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兵庫県保険医協会　姫路・西播支部　市民公開企画

ドキュメンタリー映画

「モンサントの不自然な食べもの」上映会

参加費　無料
（どなたでもご参加ください！）

　世界の遺伝子組み換え作物市場の

90％を誇る大手グローバル企業「モ

ンサント」。遺伝子組み換え食品が

環境や人体に与える影響は未だにわ

かっていません。

　日本の食糧自給率（カロリーベー

ス）は 39％にまで落ち込み、さら

には TPP への参入によって日本の農

業は壊滅的な打撃を受け、農水省の

試算でも 13％に落ち込むとされて

います。

　映画を通じて、生命と健康の原点

である「食の安全」について考える

機会としたいと思います。

３月 29 日（土） 

 14:00 ～ 16:30

ミニ講演会 (14:00 ～ 14:15)
テーマ　「食と健康」

講　師　柳澤尚さん

         （兵庫食健連事務局長）

共催：　西播社会保障推進協議会（西播社保協）

姫路商工会議所 501 ホール

　支部は 2 月 1 日に、第 2 回憲法学習会をイーグレ姫路にて開催し会員ら４人

が参加した。姫路総合法律事務所の園田洋輔弁護士が講師を努めた。

　第 1 回と同様に、「日本国憲法とは何か」を、原文一条ずつ読むことで深め

ていこうというもの。今回から自民党の改憲草案を資料に、どこが書き換えら

れ、どのように変わるのか、を比較・検証しながら読み進めた。

第２回憲法学習会

上・丁寧に解説する

園田弁護士

右・秘密保護法との

関係などさまざまな

意見が出された

改憲議論　国民の声を無視はできない
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第 259回支部幹事会より

◆情勢と運動対策では、消費税増税と診療報酬改定についてなど議論した。

　また夢前町の産廃処分場建設問題についてや、今後の支部企画の「憲法学習会」「映

画『モンサントの不自然な食べもの』上映会」などについても意見を出し合った。

幹事会には、会員の先生はどなたでもご参加いただけます。ぜひご参加くださ

い。お問い合わせは、℡ 078-393-1803 ＦＡＸ：078-393-1802　E-mail：arimoto@

doc-net.or.jp　担当事務局 : 有本まで

1月 30 日 ( 木 )　午後２時 30 分～　於　姫路商工会議所

参　加　３人

支部ニュースへぜひご投稿ください
日常診療のことや医科・歯科連携などテーマは自由です。

ぜひご投稿ください。よろしくお願いします。

お問い合わせは、℡ 078-393-1803 ＦＡＸ：078-393-1802　

E-mail：arimoto@doc-net.or.jp　　　　　　　　　担当事務局；有本まで

　今回は、第 3 章「国民の権利および義務」を中心に学習を行った。現行法の

第 13 条では「すべて国民は、個人として尊重される」とあるものが改憲草案で

は「個人」から「人」へと変更されている。これについて園田弁護士は「個人

主義が尊重されすぎている」との考えに基づいており、現行法の個人の権利よ

りも公益や秩序が重視され、人権の制約につながることが危惧されていると説

明した。

　また、改憲案では第 24 条に「家族は、社会の自然かつ基礎的な単位として、

尊重される。家族は互いに助け合わなければならない。」とする項が新設された。

生活保護申請時に家族の中での扶養扶助の義務が前提とされる根拠になる危険

性がある、と指摘した。

　最後に、自民党のホームページ等に掲載されている「日本国憲法改正草案Ｑ

＆Ａ」の項目が、初版より増加していることについて、「運動の力が、改憲案に

疑問や不安を抱く国民の声に対して、自民党が向き合わざるを得ない状況を作

り出した」と解説した。

　次回は４月に開催予定。

兵庫県保険医協会　

診療報酬改定研究会のご案内


